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農家 におい て営 まれる衣生 活は， 戦後急速に変化，発

展し てお り，それちは，被服費支 出額の増大，及び，衣

服様式の変化に伴 う衣服 の所有増 などに示 されるもので

あ る。しかし，衣生活を構成す る個 々の衣服 内容を検討

す るとき，肢行的に発展してい るこ とが考 えられる。 す

な わち，一 例を衣服の所有増加 につい てみると，対 社会

的 な外出着類に重点がお かれ，農家生 活を行 なう上 に最

も必要 と考えられ る生産用の労働着，あ るい は， 労働力

再生産のた めの寝具類，保健衛生上欠 くこ とので きない

下着などについては等閑視されている。 このよ うな衣生

活の政行性は，農村のかっておかれていた歴史的 なよく

圧生 活から， 戦後 俄に開放 されたためにおこる一時的 な

現象 とも考 えられ るが， それ故 に，農 家の衣生活の不合

理性 が常 に問題 とし てとり上 げられるところであろ う。

それでは， 農家 における衣生活の合理的な営みとは，一

体何 を基準 として考 えればよい のであろ うか。換 言すれ

ば,合理的 な衣生活の営 みとは,最終的 には衣生 活水準の

高 さを表 わす一つ の指標 ともなりうるであろ う。

この ような視点から， まづ，農家 の衣生活 の営 みの中

で 払 都市生 活者 と共通性 をもち なが ら，し かし，最 も

関心の うナい寝具生活について，その実状並び に不備 な

点を明らかにし，し かる後，今後のよりよい寝具生活 に

つい ての量 と質，並びに経済的な見地から，各種 の基準

を決定して みた。その結果 について報告す る。


